
宿題事項について

入院料



入院基本料の評価の変遷

療養環境の提供の評価

看護師等の数に応じた評価

医学的管理に関する費用

入院の際に行われる基本的な医
学管理、看護、療養環境の提供を
含む一連の費用を評価したもの。

平成１１年度以前 平成１２年度以降 1



基本診療料について

基本診療料は、初診若しくは再診の際及び入院の際に行われる基本的な診療行為の費用を一括して評価するもの。

初・再診料

初診料（１回につき） 270点
外来での初回の診療時に算定する点数。基本的な診療行為を含む一連の費用を評価したもの。簡
単な検査、処置等の費用が含まれている。
再診料（１回につき） 病院 60点

診療所 71点
外来での二回目以降の診療時に一回毎に算定する点数。基本的な診療行為を含む一連の費用を
評価したもの。簡単な検査、処置等の費用が含まれている。

入院基本料

入院の際に行われる基本的な医学管理、看護、療養環境の提供を含む一連の費用を評価したもの。
簡単な検査、処置等の費用を含み、病棟の種別、看護配置、平均在院日数等により区分されている。
例）一般病棟入院基本料（１日につき） ７対１入院基本料 1,555点

10対１入院基本料 1,300点
13対１入院基本料 1,092点
15対１入院基本料 954点

なお、療養病床の入院基本料については、その他の入院基本料の範囲に加え、検査、投薬、注射及び
簡単な処置等の費用が含まれている。

入院基本料等加算

人員の配置、特殊な診療の体制等、医療機関の機能等に応じて一日毎又は一入院毎に算定する点数。
例）入院時医学管理加算（１日につき） 120点
（急性期医療を提供する体制及び勤務医の負担軽減に対する体制を評価）
診療録管理体制加算（１入院につき） 30点
（診療記録管理者の配置その他の診療録管理体制を評価）

特定入院料

集中治療、回復期リハビリテーション、亜急性期入院医療等の特定の機能を有する病棟又は病床に入
院した場合に算定する点数。入院基本料の範囲に加え、検査、投薬、注射、処置等の費用が含まれてい
る。
例）救命救急入院料2（１日につき）（3日以内の場合） 11,200点
（救命救急センターでの重篤な救急患者に対する診療を評価）
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骨 折

傷病分類別（中分類） 入院医療費（１人１日あたり）

初・再診 医学管理等 在宅医療 検査
画像診断 投薬 注射 リハビリテ－ション
精神科専門療法 処置 手術 麻酔
放射線治療 病理診断 入院料等 診断群分類による包括評価等

（円）

手術 入院料等

注射

処置

手術

１日医療費
約10,000円～70,000円と幅がある。
入院料等
約10,000円～18,000円/日である。
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注射
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手術
・１日医療費の差の大きさに一番寄与
している項目は手術である。
・白内障、虚血性心疾患、心臓の先天奇形
などで手術による医療費が大きい。
処置
腎不全においては比較的大きな値である。
注射
悪性新生物においては比較的大きな値である。

手術
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傷病分類別（中分類） 入院医療費（１人１日あたり）

＜診断群分類による包括評価等、入院料等、手術を除いたもの＞
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包括評価等、入院料等、手術を除くと
１日あたり医療費は約2,000～12,000円
とばらつきの大きさは小さくなる。
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１件当たり医療費
概ね約200,000円～600,000円と幅がある。
白血病においては1,100,000円である。
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部門別収支
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調査の概要

目的
「医療機関の部門別収支に関する調査」（以下「部門別調査」という。）は、平成15年度から平成19年度までに実施され
た「医療機関の部門別収支に関する調査研究」において確立・検証された診療科部門別収支計算手法を用いて、病院
における医業経営の実態等を診療科別に把握し、社会保険診療報酬に関する基礎資料を整備することを目的として実
施したものである。

調査の対象
病床種類が主に一般病床で構成されるDPC対象病院・DPC準備病院のうち、レセプトデータをレセプト電算処理フォー
マットで提供できる病院または「DPC導入の影響評価に係る調査」のEファイルを提供できる病院を対象とした。

調査の種類と回答施設

部門別調査は、「一般原価調査」と「特殊原価調査」の二種類の調査で構成される。「一般原価調査」とは、病院におけ
る診療科別の収支を算定するための調査であり、診療科別収支を算定する全ての病院について実施する。また「特殊
原価調査」とは、病院の中央診療部門（手術・検査・画像診断）における費用を各診療科に割り振るための係数（等価係
数）を作成するための調査である。それぞれの調査施設数は以下のとおりである。

一般原価調査

特殊原価調査

①調査対象施設 ②集計対象施設
集計対象施設の割合
（②/①）

190病院 127病院 66.8%

①調査対象施設 ②集計対象施設
集計対象施設の割合

（②/①）

15病院 14病院 93%
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診療科群について

再集計用の「診療科群」として以下の11の診療科群を設定した。各診療科群にどのレセプト診療科を含
めるかについては、調査票で以下の設定を例示し、それに基づき各病院が自院のレセプト診療科の診療
内容等により判断して再設定する方法をとった。

診療科群 診療科群に含まれると想定されるレセプト診療科（初期設定）

１ 内科群
内科・神経内科・呼吸器科・消化器科・胃腸科・循環器科・心療内科・アレルギー
科・リウマチ科

2 小児科群 小児科
3 精神科群 精神科・神経科

4 外科群
外科・形成外科・美容外科・脳神経外科・呼吸器外科・心臓血管外科・小児外科・
皮膚泌尿器科・泌尿器科・こう門科

5 整形外科群 整形外科・リハビリテーション科
6 産婦人科群 産婦人科・産科・婦人科
7 眼科群 眼科

8
耳鼻いんこう
科群

耳鼻いんこう科・気管食道科

9 皮膚科群 皮膚科・性病科
10 麻酔科群 麻酔科
11 放射線科群 放射線科
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診療科群別収支の状況【入院】
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診療科群別収支の状況【外来】
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診療科群別収支の状況【入院・外来計】
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診療科群別収支率の状況
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患者一人一日当たり医業収益・医業費用分布（診療科群）

内科群における一人一日当たり医業収益／医業費用分布
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患者一人一日当たり医業収益・医業費用分布（診療科群）

耳鼻いんこう科群における一人一日当たり医業収益／医業費用分布
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医療従事者数の国際比較
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病院病床あたり病院従事者数の国際比較

病院従事者数を病床当たりで国際比較すると、日本は0.96人と、最も低くなっている。人口千
人当たりで比較すると13.4人で中位となっている。

(OECD health data 2009)
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病床あたり臨床医師数の国際比較

日本の病床当たり臨床医師数は0.15と、G7諸国と比較して低い水準にある。

(OECD health data 2009)
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病床あたり就業看護師数の国際比較

病床当たり就業看護職員数は日本は0.67と、G7中最も少なくなっている。人口千人当たり看
護師数は中位となっている。

(OECD health data 2009)
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病床あたり薬剤師数の国際比較

病床当たり就業薬剤師数は0.10でイギリスに次いで低い値となっている。

(OECD health data 2009)
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